
 

 

 

 

 

 

 

 暦の上では春ですが、まだまだ寒い日が続いています。空気の冷たさを肌で感じたり、白い息を吐いたり、子

どもたちは小さな体でまるごと季節を感じながら過ごしています。園内でも、子どもたちの元気な声と笑い声に

溢れ、不思議と寒さも忘れてしまいます。冬の遊びや楽しみを見つけながら、今月も元気に過ごしていきたいと

思います。 
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節分！1年で 1番あぶない日！ 

「鬼は外！福は内！」と大きな声を出し、その 1

年、家族が無病息災で過ごすことを願うというも

のです。この豆まきに使われる豆ですが、従来は

煎った大豆が使われることが多かったようですが

最近では、豆まきをしたあと拾って食べることが

できるなどの理由から、殻付の落花生を使用され

ることも多くなっているようです。 

『殻がついているから大丈夫！』と思う方もいる

と思いますが、安心してはダメです！ 

◎豆まきは大豆や米でしましょう 

殻付き落花生によるアレルギー反応 

★まいたピーナッツの殻の粉 

 ピーナッツを踏みつけて粉々になった殻の粉 

→喘息発作・目の腫脹・アレルギー鼻炎 

★ピーナッツを食べる 

→蕁麻疹・アナフィラキシー 

★ふざけながらピーナッツを食べる 

→気管に吸い込み窒息・肺炎 

★まいた殻付きピーナッツを食べる 

→ボツリヌス・ペットの寄生虫感染の危険 

※アレルギーが怖いと思う方はお米をまくことを

おすすめします！ 

大豆から殻付き落花生に代わった理由を調べてみ

ると、「大豆をまくと、土がついてしまうのでまい

てから拾って食べれない」「まいた後の片づけが楽

である」という意見が多かったです。しかし、土

やほこりがついた落花生を洗わずに、手で食べる。

または口で割って食べる＝「清潔」と勘違いして

食べることのほうが、危険です！危険な落花生よ

り安全な大豆・お米を使用し鬼に思いきりぶつけ

て子どもたちの健康を願いましょう。 

低温やけどに注意しましょう 

やけどをして救急車で運ばれた人のうち、最も多いのが1歳

児。次いで 0 歳児です。やけどというとストーブやアイロ

ンを思い浮かべるかもしれませんが、一番多い原因は、みそ

汁やスープなどの熱い食べ物。やけどはちょっとしたすきに

起こるので、注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊熱い物は子どもの手の届かない場所に置き、子どもの食事

は冷ましてから食卓へ。また、だっこしたまま調理したり、

熱いお茶などを飲んだりするのもやめましょう。 

感染性胃腸炎 

胃腸炎が流行する季節となりました。保育園内でも嘔吐・

下痢・腹痛などの症状があるお友達が少しずつ増えてき

ています。保育園でも感染対策を行って行きたいと思い

ます。登降園時保健のお知らせの確認もお願いいたしま

す。消毒方法や処理の仕方など適切に行うことで家庭内

感染を防げます。家庭内での消毒・処理方法について分

からないことがありましたらお声掛けください。 


